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R3年
7月1日

【内容】
• 本年度スケジュールの確認
• R3年度版TL（主な修正内容）
• TL運用方法の確認
• 千代川TL情報共有システム（試行版）を用いた訓練

第1回
検討会

（本検討会）

TL

情
報
リ
ン
ク
集

R2情報伝達訓練

R2システム試行運用
を見据えたアンケート

参加機関の円滑な情報共有を
目指す「千代川TL情報共有シス
テム（試行版）」の改良

機
関
毎TL

早
見
表

（１）令和３年度スケジュール（予定）

【内容】
• 出水対応の振り返り
• 事後検証
• TL修正案

第2回
検討会

R3年
11月中旬
～下旬

出水対応
（台風期）

【内容】
• 千代川TL情報共有システム（試行版）等を活用した
出水対応と課題等の把握

R3年
7月～10月

1

参加機関の円滑な情報共有を目指
す「千代川TL情報共有システム

（試行版）」の運用

千代川TL情報共有システム（イメージ）

出水後

【内容】
• 関係機関へヒアリング
⇒ 千代川TL情報共有システム（試行版）等

を活用した出水対応の課題整理、TL改善
事項の抽出

R3年
10月下旬
～11月上旬

R3年度
版TL作成



（２）千代川水害タイムラインについて

2

 「いつ」「誰が」「何を」の３つの要素を、千代川の防
災に係わる組織が連携し、災害に対するそれぞれの役割
や対応行動を定めた計画であり、「逃げ遅れゼロ」
「社会経済被害の最小化」を目指した計画である。

 タイムラインの作成・運用により、関係機関で連携した
避難の呼びかけや、先を見越した浸水防止対策等の事前
対応を実現し、住民の命を守る、さらに経済被害を最小
化することを目指す。

 千代川水害タイムラインとは・・・

「何を」 事前に行う防災行動内容（あらかじめ調整し決める）

「いつ」 主な災害の発生時点から逆算した時間帯

「誰が」 防災機関や組織または住民

タイムラインを構成する３つの要素

時系列に行動項目が整理さ
れていることで
 新任でも防災対応の全体像
が理解しやすい

 防災担当が異動になる際の
引き継ぎ資料として有用

 本格的な出水対応の前に、
先回りした事前対応が可能



（２）千代川水害タイムラインについて
本検討会の目的

 本検討会は、令和３年度の出水に備えて、円滑な関係機関の連携など防災体制の
万全を期するため、タイムラインの運用方法を関係機関で共有し、また各機関の
防災業務に必要な情報交換を行い、出水時における協力体制の強化を図ることを
目的とする。

3

タイムライン
作成・確認

P

タイムライン
運用

Ｄ

出水対応の
振り返り

C

タイムラインの
更新

Ａ

（今回）
タイムライン運用方法の確認

出水期運用
出水対応を振り返り、
タイムラインの
改善点の抽出

タイムライン検討会において、
顔の見える関係を構築し、
出水時に関係機関とのスムー
ズな連絡調整を目指す



（２）千代川水害タイムラインについて
千代川水害タイムライン検討経緯

目標設定と進め方の確認
研修会

（ R元年7月31日） 【座学】千代川の概要説明/TL作成について
【WG】自機関の行動項目や課題を理解・共有

重点行動項目の具体化・細分化
第2回検討会
（ R元年11月27日）

【座学】研修会/第1回検討会の振り返り
【WG】行動項目を具体化・細分化し、行動手段
・手順と、実施する上での課題を抽出

水害リスクの把握、防災行動項目の整理

第1回検討会
（ R元年9月20日）

【座学】想定災害シナリオの把握
【WG】浸水リスクの把握と行動項目の選定・追
加/TLレベルごとの防災行動項目の整理/多機関に
係る重点行動項目の整理

令和元年度千代川水害タイムライン発足式

発足式
（ R元年8月7日）

【座学】首長挨拶/千代川水害タイムライン検討
会・天神川水害タイムライン検討会設置要綱（案
）について/検討会座長講演/千代川・天神川の概
要について

作成期間作成期間【令和元年度まで】 育成期間育成期間【令和2年度以降】

行動・連携主体の確認、役割分担の決定
第3回検討会
（ R2年1月24日）

【座学】千代川水害タイムライン(素案)について
【WG】TL素案の確認/各機関との連携・調整事
項の抽出・課題の整理・共有/全体意見交換

全体共有と課題確認
第4回検討会
（ R2年2月26日） 【座学】第2回・第3回検討会の振り返り

【WG】全体読み合わせ

千代川水害
タイムライン
（素案）

完成報告
（ R2年6月1日）

千代川水害
タイムライン
（案）

令和元年度版千代川水害タイムライン

重点行動項目の具体化・細分化
第2回検討会
（ R3年2月24日）

• 出水対応の振り返り
• 早見版等を活用した、問いかけ方式による事
後検証

TL及び運用方法の修正の方向性

第1回検討会
（ R2年8月28日）

• 千代川水害タイムライン（令和元年度）完成
報告（これまでの振り返り、本年度の顔合わ
せ）

• 千代川TL自機関早見版、運用方法について
• 情報伝達訓練について

防災行動項目の精査、課題・気づきの抽出
情報伝達訓練
（ R2年9月2日） • 機関毎TL早見表等を利用しTLレベル毎に情報

伝達訓練を実施

【作成期間】
 被災シナリオを基に参加機関の重要行動
を抽出し、その具体化と共有に注力する
ことで、千代川関係機関の特徴を反映

【育成期間】
 出水時の運用、振り返り、改善、継続的
な活用でスパイラルアップしTLを育成
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タイムライン
【詳細版】の対応
項目を抜粋して防
災行動の種別毎に
整理されています。
対応の全体像を

確認するときに活
用します。

③タイムライン【概要版】

②タイムライン【詳細版】①タイムライン運用方法
行動手順・内

容（第3階層）ま
での詳細な対応
が各機関・部署
毎に時系列に整
理されています。
水害時は対応

のチェックリス
トとして活用し
ます。

台風や大雨に対する
タイムラインの立上
げ・移行基準や、メー
リングリストを利用し
た情報発信等が記載さ
れています。
タイムラインを運用
する際に確認・活用し
ます。

 千代川水害タイムラインは、タイムライン運用方法、タイムライン【詳細版】、タ
イムライン【概要版】、タイムライン【自機関早見版】で構成。

トリガー ： 洪水警報の危険度分布（注意）、洪水注意報、大雨注意報、大雨警報（浸水害）、大雨警報（土砂災害）の危険度分布（注意）、氾濫注意情報、避難行動の確認
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205 タイムラインの運用 タイムラインの運用 □ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
206 タイムライン内部会議

タイムラインレベル移行
の情報周知（情報受け）

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 鳥取市地域防災計画

207 ✉タイムラインレベルの
移行

□ 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

208 情報収集 河川情報の収集 □ 収 発 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収
209 ✉内水氾濫の発生 □ 受 受 受 受 受 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受
210 水位動向、冠水等の確

認・情報収集（千代水出
張所等）

□ 収 発 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 鳥取市地域防災計画

211 FAXやHPでの情報確認 □ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
212 水位予測の提供

(はん濫注意水位を超えて
から３時間毎）

□ ◎ ◎

213 気象・台風情報の収集 □ 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 鳥取市地域防災計画

214 注意報の発表（危険度分
布の確認、予測の確認
（いつ・どこで・どれく
らい）、リードタイム、
対象市町村の判断、量予
測）

□ 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収

215 FAXやHP利用、気象庁へ
の聞き取りによる気象情
報（台風・雨量・風速
等）の収集・確認

□ 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 鳥取市地域防災計画

216 担当間で情報共有 □ ◎
217 ダム諸量情報発信

✉ダム放流情報 □ 受 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

218 下流警報 □ 収 収 収 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収
219

FAX、メール等による各
機関への通知

□ 受 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

220 電話による伝達確認 □ 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇
221

□ 収 収 発 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 発 収 収 収 鳥取市地域防災計画

222
✉通行止め情報 □ 受 受 受 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

223 FAXやHP、電話等での情
報確認

□ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

224 移動ルートの確認、通行
可能路線（道路）の問い
合わせ

□ ◎ ◎ ◎ ◎

225 情報収集 被災情報の収集 □ 収 収 収 収 収 収 収 収
226 内水被害等、被害情報の

収集
□ 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収

227 水位情報や河川カメラ映
像の確認

□ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

228 国・県事務所からの被災
情報

□ 受 発 発 発

229 被災情報の関係機関の伝
達

□ 収 発 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収
千代川は国、支川は県
が発令。

230
県への一般被害等の報告
（県災害情報システム）

□ 〇 ◎ 鳥取市地域防災計画

231 ライフライン供給情報の
収集 □ 収 収 収 収 収 収 収 収 発 発 発 発

交通情報の収集（道路交
通情報、計画運休情報の
収集）

タイムラインレベル２ ： 行徳地点水防団待機水位の超過、内水氾濫発生のおそれ

役割

備考

① 防災情報
② 報道・避難対応

③ 大規模避難・救助 ④ 社会基盤
報道

第１階層
（行動種別）

第2階層
（行動項目）

避難対応

TL2

ALL
項
目
No.

第3階層
（行動手段・手順）

備考

実施状況チェック欄

チ
ェ
ッ

ク
欄

防災行動項目

開始時刻 終了時刻

（２）千代川水害タイムラインについて
千代川水害タイムラインの構成

【詳細版】に基づいた、参加機
関毎のタイムラインです。
自機関の実施行動項目のみ記

載し、各レベル横並びで記号表
示することで、時系列に沿った
流れを、分かり易く把握するこ
とが可能です。
関係機関欄を設けることで、

連携機関を明確化しています。

④タイムライン【自機関早見版】
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（２）千代川水害タイムラインについて
出水対応に向けて準備しておくもの

6

①タイムライン運用方法、タイムライン【詳細版】、
タイムライン【概要版】 、タイムライン【自機関早見版】
⇒印刷物を準備

トリガー ： 洪水警報の危険度分布（注意）、洪水注意報、大雨注意報、大雨警報（浸水害）、大雨警報（土砂災害）の危険度分布（注意）、氾濫注意情報、避難行動の確認
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株
式
会
社

鳥
取
営
業

所

中
国
電
力

株
式
会
社

鳥
取
電
力

所

鳥
取
ガ
ス

株
式
会
社

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
株
式
会

社

鳥
取

支
店

Ｊ
Ｒ
西
日

本
株
式
会
社

米
子
支

社

安
全
推
進

室

日
本
交
通

株
式
会
社

鳥
取

日
ノ
丸
自

動
車
株
式
会

社

鳥
取

鳥
取
河
川

国
道
事
務
所

道
路
管

理
二
課

205 タイムラインの運用 タイムラインの運用 □ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
206 タイムライン内部会議

タイムラインレベル移行

の情報周知（情報受け）
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 鳥取市地域防災計画

207 ✉タイムラインレベルの
移行

□ 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

208 情報収集 河川情報の収集 □ 収 発 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収
209 ✉内水氾濫の発生 □ 受 受 受 受 受 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受
210 水位動向、冠水等の確

認・情報収集（千代水出
張所等）

□ 収 発 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 鳥取市地域防災計画

211 FAXやHPでの情報確認 □ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
212 水位予測の提供

(はん濫注意水位を超えて
から３時間毎）

□ ◎ ◎

213 気象・台風情報の収集 □ 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 鳥取市地域防災計画

214 注意報の発表（危険度分
布の確認、予測の確認
（いつ・どこで・どれく
らい）、リードタイム、

対象市町村の判断、量予
測）

□ 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収

215 FAXやHP利用、気象庁へ
の聞き取りによる気象情
報（台風・雨量・風速
等）の収集・確認

□ 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 鳥取市地域防災計画

216 担当間で情報共有 □ ◎
217 ダム諸量情報発信

✉ダム放流情報 □ 受 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

218 下流警報 □ 収 収 収 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収
219 FAX、メール等による各

機関への通知
□ 受 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

220 電話による伝達確認 □ 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇
221

□ 収 収 発 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 発 収 収 収 鳥取市地域防災計画

222
✉通行止め情報 □ 受 受 受 受 受 受 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受 受

223 FAXやHP、電話等での情
報確認

□ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

224 移動ルートの確認、通行

可能路線（道路）の問い
合わせ

□ ◎ ◎ ◎ ◎

225 情報収集 被災情報の収集 □ 収 収 収 収 収 収 収 収
226 内水被害等、被害情報の

収集
□ 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収

227 水位情報や河川カメラ映
像の確認

□ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

228 国・県事務所からの被災
情報

□ 受 発 発 発

229 被災情報の関係機関の伝
達

□ 収 発 収 発 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収
千代川は国、支川は県
が発令。

230
県への一般被害等の報告
（県災害情報システム）

□ 〇 ◎ 鳥取市地域防災計画

231 ライフライン供給情報の
収集

□ 収 収 収 収 収 収 収 収 発 発 発 発

交通情報の収集（道路交
通情報、計画運休情報の
収集）

タイムラインレベル２ ： 行徳地点水防団待機水位の超過、内水氾濫発生のおそれ

役割

備考

① 防災情報
② 報道・避難対応

③ 大規模避難・救助 ④ 社会基盤
報道

第１階層
（行動種別）

第2階層
（行動項目）

避難対応

TL2

ALL
項
目
No.

第3階層
（行動手段・手順）

備考

実施状況チェック欄

チ
ェ
ッ

ク
欄

防災行動項目

開始時刻 終了時刻

②メールやポータルサイトを確認できるPC、タブレット

タイムライン運用方法
 タイムラインを運用する際
に確認・活用

タイムライン【詳細版】
 他の機関の対応を確認しな
がら、自機関の対応を
チェックする場合は、詳細
版を活用

タイムライン【概要版】
 対応の全体像を確認すると
きに活用

タイムライン【自機関早見版】
 自機関の対応に注視する場
合は、自機関早見版を活用

 メール、システ
ムからレベル情
報を確認

 レベル情報やタ
イムライン詳細
版・自機関早見
版を確認しなが
ら、リンク集を
活用し、他機関
の情報を収集

工夫例①
自機関の役割が分かりやすく
するため、自機関の列にマー
クを付ける。

※ポータルサイトのURLはお気に入り登録。
ID,PWは保管をお願いします。

工夫例②
情報共有システムやリン
ク集の情報を大型にモニ
ターに映し出し、複数人
で情報を共有する。



（3）令和３年度版タイムラインの修正点について
修正点①タイムライン詳細版と自機関早見版の修正

7

 令和2年度における情報伝達訓練、アンケートにおける意見を踏まえて、タイムラ
イン詳細版及び自機関早見版を修正。（修正箇所：資料2千代川水害タイムライン
【詳細版】情報伝達訓練用の赤文字を参照）

タイムライン詳細版の修正

※詳細は、資料２千代川水害タイムライン【詳細版】情報伝達訓練用を参照



（3）令和３年度版タイムラインの修正点について
修正点②メーリングリストとシステムを併用した情報共有

 情報共有システムの構築を踏まえ、令和2年度まではメーリングリストにより情報共有し
ていたが令和3年度より情報共有システムの「発信機能」を利用して共有するものとし、
タイムライン発動・移行に係る情報はメーリングリストも併用して連絡を行う。

 メーリングリストと情
報共有システムを併用
して、タイムラインの
発動を連絡

 情報共有システムを用
いて各機関からの情報
を共有





 メーリングリストと情
報共有システムを併用
して、タイムラインの
移行・解除を連絡

各機関からの
情報共有

タイムラインレベルの
移行、解除



各機関から
の情報共有

令和２年度の運用 令和3年度の運用

タイムラインレベルの
移行、解除

タイムラインの立ち上げタイムラインの立ち上げタイムラインの立ち上げタイムラインの立ち上げ ： 情報共有システム

： メーリングリスト

8



（3）令和３年度版タイムラインの修正点について
（参考）タイムライン詳細版の修正に関する意見

分類 主な意見（情報伝達訓練及びシステムに関するアンケート結果※） 対応

タイムライン詳
細版の修正

 出水前チェックリストの作成・報告はしない。
 災害協定業者への連絡は鳥取県土が行う。
 河川課による現地確認はない。
 雨量情報の収集・確認：ＴＬ２、ＴＬ５について項目なし、追
加が必要。

 水位情報の確認：ＴＬ０～１は「発」、ＴＬ２は項目なし、Ｔ
Ｌ３～５は「収」項目の一貫性をお願いします。

 ３６９、４８９、６０３、河川課から直接の情報提供はない。
トリピーメールのみ、行動手段からの削除を願います。
（鳥取県県土整備部河川課）

 意見の通りタイム
ライン詳細版及び
自機関早見版を修
正 ＜ライフライン供給情報の収集＞TLﾚﾍﾞﾙ１８３，２８９，４０

４，５２５の第３階層に記載、記載内容「ライフライン供給情
報の確認（ＨＰ）」（中国電力ネットワーク株式会社鳥取ネッ
トワークセンター変電課）

 【自機関早見版】を確認しました。確かに、ピンクの点線で囲
われた項目は抜けている（記載があったほうがよい）と思う点
がありました。今後（今年度）の修正になるのでしょうか？
（ＪＲ西日本株式会社米子支社安全推進室）

9

※令和2年度第2回検討会時に対応済みの項目は省略



（3）令和３年度版タイムラインの修正点について
（参考）情報共有ルールに関する意見①

分類 主な意見（アンケート結果や事務局に寄せられた意見※） 対応

メーリングリ
ストとシステ
ムの併用に係
るルールの整
理

【情報共有の遅延・失念】
 現場の対応に追われてシステムへの情報提供が遅れる又は忘れてしま
う可能性があるかもしれない。（日本交通株式会社鳥取）

 自機関の被害状況により、各レベルでなすべき情報発信が遅延するこ
とを懸念しております。場合によってはかなり遅れたタイミングでの
情報発信になることや、最悪失念することもあるのではないかと懸念
しております。（ＪＲ西日本株式会社米子支社安全推進室）

 迅速な情報更新。形だけにならないように、各社が確実に運用できる
か。（鳥取ガス株式会社）

 自組織の対応に追われ、当システムへの入力が遅延や失念するおそれ
があること。（鳥取市危機管理課）

 提供情報の内容が不十分で、結局、当該組織への問い合わせ等が減ら
ないこと。（鳥取市危機管理課）

 各機関からの情
報共有は、情報
共有システム
（発信機能）を
活用

 各機関が情報収
集を円滑に行え
るよう情報伝達
訓練を実施

【情報の錯そう・重複】
 発信された情報がテロップ表示されるが，重要な情報（氾濫情報な
ど）が埋もれる懸念がある。重要な情報を選定し，重要な情報は別テ
ロップ表示するなど工夫してはどうか。（中国電力ネットワーク株式
会社鳥取ネットワークセンター変電課）

 情報の錯そうを防ぐため、鳥取県が発信する「鳥取県災害情報配信シ
ステム」との相互の関係を明確にしておく必要があると考える。（鳥
取県東部広域行政管理組合消防局）

 公式HP等での情報発信と別に同じ情報を当システムに入力すること
になる場合、業務の重複を招き煩雑になるおそれがある。（鳥取市危
機管理課）

10※令和2年度第2回検討会時に対応済みの項目は省略



（3）令和３年度版タイムラインの修正点について
（参考）情報共有ルールに関する意見②

分類 主な意見（情報伝達訓練及びシステムに関するアンケート結果） 対応

運用方法への反
映

 全ての時間帯をとおして、メールのタイトルに分類
の記載（「交通情報」といった分類）があると、気
づきが早い。また情報がメールとして集積されてい
くうえで、「検索」機能を使用した整理が、各機関
とも容易になると考える。（鳥取県東部広域行政管
理組合消防局）

 メーリングリストと情報共有
システムの利用方法をタイム
ライン運用方法に反映

 入力が遅延、失念している機関へアプローチする機
関と手順を事前に決めておくとよいのではないか。
（鳥取市危機管理課）

 運用方法に追記した情報共有
ルールを試行し、必要に応じ
て対策を検討

 千代川ＴＬ発動の情報をもって「千代川ＴＬ情報共
有システム」による情報共有が実施されると思われ
るが，ＴＬ発動情報はどのように発信されるのか。
（中国電力ネットワーク株式会社鳥取ネットワーク
センター変電課）

 情報伝達訓練においてTL発動
情報の発信・確認方法を確認

11

※令和2年度第2回検討会時に対応済みの項目は省略



（3）令和３年度版タイムラインの修正点について
（参考）メーリングリスト、システムに関する意見

分類 主な意見（情報伝達訓練及びシステムに関するアンケート結果※） 対応

タイムライ
ン情報共有
システムの
修正

 各項目に対しての問い合わせ部署、担当者名等（鳥
取市危機管理課）

 問合せ先や具体の対応内容が記録で
きる機能を情報共有システムに追加

 確認ページはＸ軸とＹ軸の内容を入れ替えたほうが
見やすい。（鳥取市危機管理課）

 タイムライン詳細版と合わせて、現
状のX・Y軸とする

 登録ページの操作をしている途中に、最初の項目ま
で戻されるため、勝手に動作しないよう改善してほ
しい。（鳥取市危機管理課）

 他機関からの要望について情報収集
を行う

 防災行動内容について、担当機関が担当の項目につ
いてのみ適宜修正できるよう権限を付与してほしい。
（鳥取市危機管理課）

 他機関への影響もあるため、防災行
動内容に修正があった場合、事務局
に連絡頂きたい

システムの
利用により
対応可能

 中国電力ネットワークでは，タイムライン情報を社
内に情報共有するようにしている。１つのＩＤ・パ
スワードで複数所属が入室可能か。また，各所属に
ＩＤ・パスワードを公開することに問題は無いか。
（中国電力ネットワーク株式会社鳥取ネットワーク
センター変電課）

 1つのID,PWで複数のログインは可
能であり、各所属にID,PWの公開は
可能である。（災害対応に係る部署
以外への拡散は禁止）

 機関によってはメール受信ができない所があったの
でシステムでスムーズに送受信できるようになるこ
とを期待しております。（NTT西日本鳥取支店）

 情報共有システムの発信機能によっ
て、情報の確認が可能

 TLレベル移行時に「千代川水害TLリンク集」と各機
関のTL毎の動向が確認できる「03 千代川水害TL 千
代川TL訓練【詳細版】」のようなものが添付されて
いると、確認しやすい。

 レベル情報や各機関の情報は、情報
共有システム発信機能により把握可
能であり、タイムライン詳細版は確
認機能で閲覧、資料機能でダウン
ロードが可能

12※令和2年度第2回検討会時に対応済みの項目は省略



（3）令和３年度版タイムラインの修正点について
（参考）検討会等に対する意見、出水対応に必要な情報に関する意見

分類 主な意見（情報伝達訓練及びシステムに関するアンケート結果※） 対応

確認事項

 具体の情報発信方法を第３階層に記載してほしい。（中国電力
ネットワーク株式会社鳥取ネットワークセンター変電課）  ご意見の通り対応済

 システムの意義及び操作説明、活用した訓練等の機会をいただ
きたい（鳥取市危機管理課）

 情報伝達訓練時にシステ
ムの操作訓練も実施

出水対応
に必要な
情報

 内水被害状況はどのＨＰでどの情報が得られるか。（中国電力
ネットワーク株式会社鳥取ネットワークセンター変電課）

 川の防災情報で確認可能
（氾濫発生情報）

 道路の冠水、崩落情報や交通規制、通行止め解除の情報を早く
得たい。（日本交通株式会社鳥取、鳥取県東部広域行政管理組
合消防局、ＪＲ西日本株式会社米子支社安全推進室）

 通行止め道路を一目で確認したい。（鳥取市危機管理課）

 リンク集における道路管
理者等のホームページか
ら確認可能

 河川氾濫情報（千代川・大路川・袋川・野坂川）、内水氾濫情
報、リアルタイム及び今後の予測水位（鳥取県警察本部警備部
警備第二課、中国電力ネットワーク株式会社鳥取ネットワーク
センター変電課、鳥取県東部広域行政管理組合消防局）

 川の防災情報（洪水予報
等）から予測水位が確認
可能

 浸水地域のライフライン（鳥取県警察本部警備部警備第二課）  リンク集におけるライフ
ライン情報からライフラ
インの状況が確認可能

 119番通報以外での孤立、救助要請等の情報（鳥取県東部広域
行政管理組合消防局）

 鳥取県ホームページより
確認可能
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※令和2年度第2回検討会時に対応済みの項目は省略



4.情報伝達訓練
（１）令和３年度におけるタイムライン運用方法の説明

14

 別冊で配布している千代川水害タイムライン運用方法（令和３年度）を用いて、令和3年
度におけるタイムラインの運用方法を説明します。
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4.情報伝達訓練
（２）情報伝達訓練の実施

 タイムラインレベルに沿って、運用方法を確認する。
 資料2タイムライン【詳細版】情報伝達訓練用にて訓練ポイントを設定。ポイントに
絞って運用方法や情報共有方法について確認を行う。（次頁詳細）

 また、タイムライン立上げの場面で、メーリングリストと情報共有システム（発信機能
、登録機能）の操作訓練を行う。

資料2 千代川水害タイムライン【詳細版】情報伝達訓練用
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4.情報伝達訓練
訓練ポイント

TLレベル ページ No 訓練ポイント、訓練内容

レベル0-1 1
2  情報共有システムにおける「発信機能」、「登録機能（サブ機能）」の

操作訓練

4～9  気象庁ホームページのリニューアルについて紹介

レベル0-2 3 54  川の防災情報のリニューアルについて紹介

レベル1 5 114～116  道路・交通に関する情報収集方法について確認

レベル2 7
167  内水氾濫の発生情報について、情報共有方法を確認

183  ライフライン（電気、ガス、水道）に係る情報共有について確認

レベル3 11 292  避難情報の名称変更について及び避難情報の情報共有方法について確認

レベル4
15 407  避難情報の名称変更について及び避難情報の情報共有方法について確認

18 486  報道機関からの情報共有方法について確認

レベル5 19 530、531  氾濫発生情報に関する情報伝達方法について確認



（2）システムの概要
参考

意思表示の仕方

参加者

Teamsの画面の右上、若しくは下に
「手を上げる」マークがあります。

これをクリックします。

17

 情報伝達訓練の中で、発言がある場合はTeamsの「手を挙げる」を選択してください。
事務局が指名しますので、音声をONにして発言をしてください。（機能が無い場合は、
カメラをオンにして手で〇を作る等でも構いません。）



操作訓練
3つのステップで進めていきます。
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ログイン

①タイムライン立上げの連絡
河川事務所：ﾒｰﾘﾝｸﾞﾘｽﾄ・発信機能
他機関：メール受信、テロップ確認

②発信機能の操作

③登録機能の操作

※本システムにアクセスしてもログイン画面が表示されない場合は、セキュリ
ティにて拒否されている場合があります。

ユーザーID・パスワードを
入力後、各機関のタイムラ
イン確認画面へ移行します。

まずは、事前に配布しているユーザーID・パスワード
を入力して、システムにログインをお願いします。



レベルの移行 TLレベル1(1日前準備)

レベルの移行

平常時 タイムライン解除

タイムライン立ち上げ TLレベル0(3日前準備)

・台風情報
・3日先までの早期注意情報（警報級（大雨）の可能性）

・水防団待機水位を
下回る

・大雨警報（浸水
害）及び洪水警報の
解除

・避難判断水位を下回る
・氾濫警戒情報の解除

・氾濫危険水位を下回る
・氾濫危険情報の解除

・応急復旧・救助活動
の収束

レベルの移行 TLレベル0(2日前準備)

レベルの移行 レベル2

レベル3

レベルの移行 レベル4

レベルの移行 レベル5

・台風情報
・2日先までの早期注意情報（警報級（大雨）の可能性）

・台風情報
・翌日までの早期注意情報（警報級（大雨）の可能性）

・洪水警報の危険度分布（注意）
・洪水注意報
・大雨注意報
・大雨警報（浸水害）
・土砂災害に関するメッシュ情報（注意）
・氾濫注意情報

・洪水警報の危険度分布（警戒）
・大雨警報（土砂災害）
・土砂災害に関するメッシュ情報（警戒）
・氾濫警戒情報
・高齢者等避難開始

・洪水警報の危険度分布（非常に危険）
・土砂災害警戒情報
・土砂災害に関するメッシュ情報（非常に危険）（極めて危険）
・氾濫危険情報
・避難指示

・大雨特別警報（浸水害）
・大雨特別警報（土砂災害）
・氾濫発生情報
・災害発生情報

かつ

水防団待機水位

避難判断水位

・氾濫注意水位を下回る
・氾濫注意情報の解除

氾濫危険水位

内を総合的に判断してタイムラインレベル移行

氾濫注意水位

タイムラインの立ち上げの連絡
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 タイムラインの立ち上げは、台風進路予測
や早期注意情報（警報級（大雨）の可能
性）により、鳥取地方気象台の助言のもと
鳥取河川国道事務所が立ち上げを判断し、
メーリングリストと情報共有システム（発
信機能）により、タイムライン関係機関に
連絡する。



操作訓練
①タイムライン立上げの連絡
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鳥取河川国道事務所
① メーリングリストにて、タイムライ
ン立上げの連絡

② 情報共有システム発信機能にて、タ
イムライン立上げのテロップを発信

他機関
① 鳥取河川国道事務所から送付され
たメールを確認

② 情報共有システムにて、タイムラ
イン立上げのテロップを確認



操作訓練
②発信機能の操作訓練
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 各機関からの情報共有は、情報共有システム（発信機能）を用いて行う。
 操作訓練として、参加機関（全機関）で発信機能の操作を行う。

発信する機関 例文
鳥取地方気象台 【訓練】大雨特別警報が発表されました。
河川管理者 【訓練】〇〇水位観測所で氾濫危険水位を超過しました。
ダム管理者 【訓練】ダムの放流を開始しました。
道路管理者 【訓練】〇〇地区で通行止めが発生しています。
自治体危機管理部局 【訓練】〇〇地区に避難指示が発令されました。
報道機関 【訓練】現地取材中に浸水被害を確認しました。
警察、自衛隊、消防局 【訓練】〇〇地区の浸水被害により孤立者を確認しました。
鉄道会社、バス会社 【訓練】翌日の始発から運転を見合わせます。
電力、ガス、通信会社 【訓練】現在、〇〇の供給を停止しています。



操作訓練
③登録機能の操作
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 「No.2 タイムラインの立ち上げ・発信」について、「開始」、「完了」の操作をお願い
します。

①上段メニューから
「登録」を選択

②No.2 タイムラインの立ち
上げ・発信について、開始
と完了ボタンを選択③「確認」で

元の画面に戻ります。


